
『仮設材運搬重量』



　

『仮設材賃料計算書』



【 仮設材（軽量鋼矢板）運搬重量】 汚水・補助

（１）軽量鋼矢板 Ｈ=１．５ｍ ｍ分 2 列
１枚当たり 21.6 （kg/m） × 1.5 （ｍ） ＝ 32.4 （ｋｇ）

W＝ （ｍ）÷ 0.333 （m/枚） × 2 列 × 0.032 （ｔ） ＝ （ｔ）

（２）軽量鋼矢板 Ｈ=２．０ｍ 13.11 ｍ分 2 列
１枚当たり 21.6 （kg/m） × 2.0 （ｍ） ＝ 43.2 （ｋｇ）

W＝ 13.11 （ｍ）÷ 0.333 （m/枚） × 2 列 × 0.043 （ｔ） ＝ （ｔ）

（３）軽量鋼矢板 Ｈ=２．５ｍ 30.00 ｍ分 2 列
１枚当たり 21.6 （kg/m） × 2.5 （ｍ） ＝ 54 （ｋｇ）

W＝ 30 （ｍ）÷ 0.333 （m/枚） × 2 列 × 0.054 （ｔ） ＝ （ｔ）

（４）軽量鋼矢板 Ｈ=３．０ｍ ｍ分 2 列
１枚当たり 21.6 （kg/m） × 3.0 （ｍ） ＝ 64.8 （ｋｇ）

W＝ （ｍ）÷ 0.333 （m/枚） × 2 列 × 0.064 （ｔ） ＝ （ｔ）

（５）軽量鋼矢板 Ｈ=３．５ｍ ｍ分 2 列
１枚当たり 21.6 （kg/m） × 3.5 （ｍ） ＝ 75.6 （ｋｇ）

W＝ （ｍ）÷ 0.333 （m/枚） × 2 列 × 0.075 （ｔ） ＝ （ｔ）

（６）軽量鋼矢板 Ｈ=４．０ｍ ｍ分 2 列
１枚当たり 21.6 （kg/m） × 4.0 （ｍ） ＝ 86.4 （ｋｇ）

W＝ （ｍ）÷ 0.333 （m/枚） × 2 列 × 0.086 （ｔ） ＝ （ｔ）

＝ （ｔ）

＜本数の選定＞ 30.0 (ｍ)　÷ 4 （ｍ/本）× 2 （列） 　× 2 （段） ＝ 30 (本）

合 計



供用１日当たり賃料　物価資料　令和2年7月

   【 軽量鋼矢板賃料 】 修理費及び損耗費　　令和元年度 建設機械等損料算定表 

（１）Ｈ＝１．５ｍ ｍ 分 Ｗ＝ （ｔ） 補正値：１／２×（ｎ＋１）
供用日数= （日） 使用回数 =
供用１日当り賃料= （円／ｔ） １現場当りの修理費及び損耗費 = （円／ｔ）

Ｆ＝ （ｔ）× （円／ｔ） × （日） ＋ （ｔ） × 1.00 × （円／ｔ）＝ （円）

（２）Ｈ＝２．０ｍ 13.11 ｍ 分 Ｗ＝ （ｔ） 補正値：１／２×（ｎ＋１）
供用日数= 2 （日） 使用回数 =
供用１日当り賃料= （円／ｔ） １現場当りの修理費及び損耗費 = （円／ｔ）

Ｆ＝ （ｔ）× （円／ｔ） × 2 （日） ＋ （ｔ） × 1.00 × （円／ｔ）＝ （円）

（３）Ｈ＝２．５ｍ 30.00 ｍ 分 Ｗ＝ （ｔ） 補正値：１／２×（ｎ＋１）
供用日数= 28 （日） 使用回数 =
供用１日当り賃料= （円／ｔ） １現場当りの修理費及び損耗費 = （円／ｔ）

Ｆ＝ （ｔ）× （円／ｔ） × 28 （日） ＋ （ｔ） × 1.00 × （円／ｔ）＝ （円）

（４）Ｈ＝３．０ｍ ｍ 分 Ｗ＝ （ｔ） 補正値：１／２×（ｎ＋１）
供用日数= （日） 使用回数 =
供用１日当り賃料= （円／ｔ） １現場当りの修理費及び損耗費 = （円／ｔ）

Ｆ＝ （ｔ）× （円／ｔ） × （日） ＋ （ｔ） × 1.00 × （円／ｔ）＝ （円）

（５）Ｈ＝３．５ｍ ｍ 分 Ｗ＝ （ｔ） 補正値：１／２×（ｎ＋１）
供用日数= （日） 使用回数 =
供用１日当り賃料= （円／ｔ） １現場当りの修理費及び損耗費 = （円／ｔ）

Ｆ＝ （ｔ）× （円／ｔ） × （日） ＋ （ｔ） × 1.00 × （円／ｔ）＝ （円）

（６）Ｈ＝４．０ｍ ｍ 分 Ｗ＝ （ｔ） 補正値：１／２×（ｎ＋１）
供用日数= （日） 使用回数 =
供用１日当り賃料= （円／ｔ） １現場当りの修理費及び損耗費 = （円／ｔ）

Ｆ＝ （ｔ）× （円／ｔ） × （日） ＋ （ｔ） × 1.00 × （円／ｔ）＝ （円）

＝ （円）

1.0 （回）  ＝ 1.00

合　　計

1.0 （回）  ＝ 1.00

1.0 （回）  ＝ 1.00

1.0 （回）  ＝ 1.00

1.0 （回）  ＝ 1.00

1.0 （回）  ＝ 1.00



令和 2 年   物価資料 7 月号

単 位

 （円/本・日）× 13.0  ÷ 4.0ｍ × ２本 ×  １段 × 2 円

 （円/本・日）× 13.0  ÷ 4.0ｍ × ２本 ×  １段 × 2 円

 × 2 円

小 計  ＋ ＋ 円

 （円/本・日）× 30.0  ÷ 4.0ｍ × ２本 ×  ２段× 28 円

 （円/本・日）× 30.0  ÷ 4.0ｍ × ２本 ×  ２段× 28 円

 × 28 円

小 計  ＋ ＋ 円

 （円/本・日）×  ÷ 4.0ｍ × ２本 ×  ３段× 円

 （円/本・日）×  ÷ 4.0ｍ × ２本 ×  ３段× 円

 × 円

小 計  ＋ ＋ 円

 × 30 （本） ＝ 円

 × 30 （本） ＝ 円

× 1 （台） ＝ 円

 ＋ ＋ 円

 ＋ ＋ 円

 円合    計

支 保 賃 料    計 （円）＝

水圧ポンプ （円/台）

基 本 賃 料    計 （円）＝

基    本    賃    料
アルミ製腹起し （円/本） 

水圧式サポート （円/本） 

（円）＝

水圧式サポート 日 ＝

水圧ポンプ （円/台・日） 日 ＝

水圧ポンプ （円/台・日） 日 ＝

１日１本（台）当り賃料
（ ３ 段 梁 ）

アルミ製腹起し 日 ＝

（円）＝

１日１本（台）当り賃料
（ ２ 段 梁 ）

アルミ製腹起し 日 ＝

水圧式サポート 日 ＝

水圧ポンプ （円/台・日） 日 ＝

（円）＝

日 ＝

水圧式サポート 日 ＝

【 軽 量 金 属 支 保 賃 料 】

名           称 規格・寸法 算                  式 金     額

１日１本（台）当り賃料
（ １ 段 梁 ）

アルミ製腹起し



    

13.11     

 

13.11 ｍ 日 日 日 日 日

209.06     

 

 

 

209.06 ｍ 日 日 日 日 日

     

ｍ 日 日  日 日 日

222.17 ｍ 日 日 日 日 日

【軽量鋼矢板賃料集計表】
日数 運転日数

2
28

30合計 30 2.0

３．５ｍ

４．０ｍ

２．５ｍ 28 1.0
３．０ｍ

１．５ｍ

２．０ｍ 2 1.0

軽量鋼矢板 土留材供用日
軽量金属支保供用日数 ウェルポイント工 水替工

日  数スパン数 供用日

計 30 30 2.0

支保３段
合  計

４．０ｍ
（支保３段）  

支保２段
合  計 28 28 1.0

４．０ｍ
（支保２段）

３．５ｍ
（支保２段）

３．０ｍ
（支保２段）  

２．５ｍ
（支保２段） 28 28 1.0

支保１段
合  計 2 2 1.0

１．５ｍ
（支保１段）  

２．５ｍ
（支保１段）

２．０ｍ
（支保１段） 2 2 1.0

【 軽量金属支保賃料・水替工・ウェルポイント日数集計表 】

軽量鋼矢板 延    長（ｍ） 土留材供用日
軽量金属支保供用日数 ウェルポイント工 水替工

日    数 スパン数 運転日数 供用日数 日  数



  

      

      

     

      

      

      

      

222.17 ｍ 日 日 日 日 日計 30 30 2.0

小計

４．０ｍ
（支保３段）  

４．０ｍ
（支保２段）

小計

３．５ｍ
（支保２段）

小計

３．０ｍ
（支保２段）  

小計 209.06 28 28 1.0

２．５ｍ
（支保２段） 209.06 28 28 1.0

２．５ｍ
（支保１段）

小計 13.11 2 2 1.0

２．０ｍ
（支保１段） 13.11 2 2 1.0

小計

日  数

１．５ｍ
（支保１段）  

軽量鋼矢板 延    長（ｍ） 土留材供用日
軽量金属支保供用日数 ウェルポイント工 水替工

日    数 スパン数 運転日数 供用日数

【 軽量鋼矢板賃料・軽量金属支保賃料・水替工・ウェルポイント日数集計表 】



軽量鋼矢板延長 ｍ 支保段数 段

　

軽量鋼矢板供用日数 ： 日 × 1.3 ＝ 日

支保供用日数 ： 日 × 1.3 ＝ 日

21.50 28

21.5 28

 埋戻工(ｸｯｼｮﾝ砂)

支保撤去

土留撤去

12.82

1.06

2.09

2.09

33m3 6.60（8)-2

6.52

5.24

5.24

5.24

備　　考

水道事業実務必携R元年
第2編_P.156

水道事業実務必携R元年
第1編_P.45

水道事業実務必携R元年
第1編_P.48

3.94 日

2.52 日

日

110.81 m3 105 m3/日
水道事業実務必携R元年

第2編_P.158

2.09

水道事業実務必携R元年
第2編_P.158

水道事業実務必携R元年
第2編_P.159

m3/日217.92

209.06 m

209.06 m

2.09 日209.06

m/日

（5）

締固め

2.5 2

工　　種 数量① 日当り作業量②
作業日数
①/②

（1） 387.45 m3 5.24 日掘削 74 m3/日

（8）

（6）

（7）

水道事業実務必携R元年
第1編_P.48

水道事業実務必携R元年
第1編_P.45

埋戻工 217.92 m3 2.08 日

支保撤去 100 m/日

100土留撤去 209.06 m

管路布設(DCIPφ450)

工　種

掘削

土留設置

管路布設(DCIPφ450) 215.13 m 33 m/日 6.52 日
水道事業実務必携R元年

第1編_P.50

支保設置

埋戻工
(ｸｯｼｮﾝ砂)

m

1.06 日

105 m3/日

日

5.24

日数

2.52

（8）埋戻工+締固め 8.68

53 m/日

83 m/日

（7）

（1）

（2）

（3）

（5）

（4）

（6）

（2）

（3）

（4）

土留設置

支保設置

3.94

21.50

21.5019.41

19.41

11.765.24

12.8211.76

21.50



軽量鋼矢板延長 ｍ 支保段数 段

　

0.30

0.30

0.30

0.30 0.86

0.86 1.06

1.06 1.11

1.11 1.62

1.11 1.62

1.11 1.62

軽量鋼矢板供用日数 ： 日 × 1.3 ＝ 日

支保供用日数 ： 日 × 1.3 ＝ 日

管路布設(DCIPφ200) 0.2

管路布設(DCIPφ200) 8.4 m 42 m/日 0.2 日
水道事業実務必携R元年

第1編_P.50

支保撤去 0.07

管路布設(DCIPφ150) 0.56

水道事業実務必携R元年
第2編_P.158

13.11 m 100

（8）埋戻工+締固め 0.51

1.62 2

土留設置 0.23

（3） 支保設置 0.08

1.62 2

（7） 土留撤去 0.13

（5）  埋戻工(ｸｯｼｮﾝ砂) 0.05

（4）

（6）

（2）

水道事業実務必携R元年
第2編_P.159

工　種 日数

（1） 掘削 0.30

（8)-2 締固め 12.20 m3 33 m3/日 0.37 日

m/日 0.13 日
水道事業実務必携R元年

第1編_P.45

（8） 埋戻工 12.20 m3 85 m3/日 0.14 日

（7） 土留撤去

0.05 日
水道事業実務必携R元年

第2編_P.158

（6） 支保撤去 13.11 m 200 m/日 0.07 日
水道事業実務必携R元年

第1編_P.48

（5）
埋戻工

(ｸｯｼｮﾝ砂)
3.99 m3 85 m3/日

0.08 日
水道事業実務必携R元年

第1編_P.48

管路布設(DCIPφ150) 24.2 m 43 m/日 0.56 日
水道事業実務必携R元年

第1編_P.50

（2） 土留設置 13.11 m 56 m/日 0.23 日
水道事業実務必携R元年

第1編_P.45

作業日数
①/②

備　　考

（1） 掘削 17.62 m3 59 m3/日 0.30 日
水道事業実務必携R元年

第2編_P.156

2.0 1

工　　種 数量① 日当り作業量②

（4）

（3） 支保設置 13.11 m 167 m/日



採用年 2 採用年 2 年

採用月 7 採用月 7 月 段数 2

頁  数 頁  数

供用１日 kg/ｍ 21.6

当り賃料 腹起こし 円
矢板厚 5 ㎜：
（ＳＮ-3型）

21.6kg/ｍ

水圧ｻﾎﾟｰﾄ 円
矢板厚 6 ㎜：
（ＳＮ-3型）

25.9kg/ｍ

水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ 円

 腹起こし 円

1現場当りの 水圧ｻﾎﾟｰﾄ 円

修理費損耗費 水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ 円

令和元年度

円

建設機械等損料算定表 基本賃料（支保）

軽量鋼矢板単位重量

円
金属支保賃料

物価資料の摘要（軽量鋼矢板） 物価資料の摘要（支保） 基本賃料支保段数

（最大の段数を入力）


